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母と子で源氏物語・枕草子

生前のオフクロ様の大のお気に入りの

ひとつだったのは『源氏物語』でした。

高校生時代から50歳辺り までのワタシ

にとって、古代日本語は読んでもほと

んど意味が分からない、そもそも読む

だけでも手こずらせる存在でしかなか

ったのです。

中でも、『宇治拾遺物語』がそうでし

た（今読むと、そんなに難し く ないと

感じます。実際、平安朝の作品群から

見れば、読みやす く て分かりやすいの

ですが）。

古代日本語（古文）がどう しても好き

になれなかったのは、例えば、「～し

たる」とか「～けり」のよ うな語調を

受け入れられなかったこ ともあるので

すが、そんな甘いレベルではな く て、

生理的に受け付けなかった表現が点在

していたからです。

卑近な例をあげますると、高校生のと

きの授業で学んだ『枕草子』の「うつ

くしきもの」にある、この行（くだり）

です。ちなみに「うつく しき」という

シク活用の形容詞を現代語訳すると、

「かわいらしい」という形容詞なり ま

す。

「すずめの子の、ねず鳴きするに踊り

来る。」

違和感があったのは「ねず鳴きする」

という ところ。

現代語訳をすると、

「雀の子が、人がねずみの鳴きまねを

すると、踊るよ うにしてやって く るこ

と。」

となり ます。

擬声語を使う と、もっと親しみやす く

なり ますね。

「雀の子が、人がチューチューとねず

みの鳴き声をまねると、雀が踊るよ う

にしてやって く るこ と。」

ちなみに、平易にしよ う とするほど文

字数が増えてい く こ とに気づいていた

だけますでし ょ うか。古文の文章、と

まず古代日本語には「チューチュー」

という よ うな擬声語すらないのです。

さらに、ないものが３つあり ます。

１ つめが「ん」という表記文字です。

「ん」は撥音便といいます。日常的な

会話で発音していたそ うですが、その

発音に当たる表意文字は、江戸時代に

なるまであり ませんでした。

２つめが「っ」の促音便がありません。

３つめにないのがは「イ」音便です。

ですから、いざ書いて表現するとなる

と「読んで」は「読みて」、「走って」

は「走りて」、「咲いて」は「咲きて」

とするしかなかったのでし ょ う。

現代語という視線からだと擬声語・擬

現在でも中学２年生の２学期に、「敦

盛の最期」の段から他の段に入れ替え

られている教科書が多いものの、『平

家物語』に触れるこ とは変わっていま

せん。

塾を開業したのは28歳のとき。それか

らずっと古文の指導は避けてきました。

お金を戴いて指導をさせてもらってい

る責任のある立場に身を置きながら、

なお古文が受け入れられなかったので

す。そのワタシが水際まで追いつめら

れたわけです。もっと大げさな言い方

をすれば、正に「背水の陣」。

授業自体の責任は無事に果たせたのが

きっかけになって、ち ょ っとだけです

が、古文に気持ちを開きかけました。

語調や文体に対する違和感は相も変わ

らずあったものの、その内容に心を惹

かれかけたからです。でも、惹かれた

わけではな く て、「惹かれかけた」だ

けでした。なぜなら、所詮は「業務処

理」レベルの意識だったからです。

と りあえずその場はしのげたという意

識が７割ほどを占めていたのでしょう。

オフクロ様はワタシが42歳のときに病

でこの世を去り ました。63歳になる手

前でした。実は来年、ワタシがその63

歳になり ます。

歴史が大嫌いだと、高校３年生のとき

に歴史の先生に、厚かまし く もふてぶ

てし く言い放ったワタシに、

「歴史はな、40歳を過ぎてから勉強し

なおしてみなさい。おもしろいぞ ！ 」

当時17歳。それから23年後に先生がお

っしゃったとおりになり、今や「どっ

ぷりの古代史ファン」を自称し、戦国

時代も近代史も現代史も「おもしろい」

のです。当時の先生のお言葉を拝借す

るなら、

「古文は60歳になってから勉強しなお

してみなさい。おもしろいよ ！ 日本

語の妙のと り こになるよ ！ 」

となるでし ょ うか。

『源氏物語』は『枕草子』と並んで世

界最高峰の文学作品として世界的に認

められていてますが、試しに、江戸時

代に書かれたもの（例えば本居宣長や

松平定信が書いた論述文や日記文）を

読んでから、『徒然草』を読み、続い

て『枕草子』を読むという、いわゆる、

江戸時代から鎌倉時代を経て平安時代

へと逆行すると、興味深いことに気づ

かされます。

江戸時代（近世）の文体や語調が明治

文体を飛び越えるというやや乱暴なと

らえ方になるけれど、どこ とな く現代

文に近く て、何とな く大意をとらえら

れるのです。

ところが、時代が古く なほどに、現代

語とのギャ ップ感は広がっていき、今

から1000年以上前の古代日本語となる

と、その時代のことをある勉強してお

かなければ、ただ難解な存在でしかあ

り ません。

歴史的な背景のひとつとして、生活習

慣もさるこ とながら、厳然とした階級

社会で生きていた当時の人々、こ とに

貴族社会の人々が書いた作品が現在に

まで残されているわけです。

『枕草子』といえば、

「春はあけぼの。やうやう白くなりゆ

く山ぎは、少し明かりて、紫だちたる

雲の細く たなびきたる。」

という よ うに、ほのぼのとしていて、

どこかやんわり とした印象しか与えな

いのですが、全部で323段（能因本）

あり、小中学校の教科書では取り上げ

られないと思われる段がた く さんあり

ますし、高校の教科書に取り上げられ

る「に く き もの」の中にも、「に く き

もの（イラッと くる・ムカつく もの）」

があま りにも多く て、中には「取るに

足りない賤しい身分の者」という差別

的な表現も堂々と書かれているところ

や、その他にもあま りにも生々しい表

現の部分は省かれていますから、小中

紫式部

く に名文は本当に無駄がないのです。

これが古文のすごさでもあ り、名文ゆ

えの極限まで単純化されているところ

が、現代人に難解と感じさせるところ

でもあるのです。

清少納言

態語がないなんて、なんて不自由なん

だとなり ますが、古代日本語の視線か

らだと、そもそもないわけですから、

「読みて」・「走りて」・「咲きて」

と書く こ とに、当時の人々は不自由さ

を感じていなかったはずです。

ところが、勉強不足の極めつけみたい

な高校生だった当時のワタシなので、

「現代語目線」すら怪しいものですか

ら、「古代日本語目線」なんていう発

想すらできません。

そんな思考回路だった当時のワタシに

とっては、撥音便も促音便もないなん

て日本語として受け入れられないとい

う頑（かた く）なさで古代日本語の受

け入れを拒否したとしても、何ら不思

議ではなかったのですが、それがいい

年になるまでそのままの状態でいなが

ら生徒さんの指導をしていたのですか

ら、今からすると冷や汗ものです。

それでも、そんなワタシに初めて転機

が訪れたのです。

小人数で集団一斉指導をしていた時代

に（ワタシが40歳代のとき）国語の講

師が休んでしまったので、急き ょ ワタ

シが『平家物語』の「敦盛の最期」を

教えなければならな く なったのです。

平敦盛



２
高生の間は『枕草子』の本来の姿は知

るこ とができないかも知れません。

できるこ となら古文には触れないで現

代国語（現代文）の指導を進めていこ

う と思ったのが、55歳く らいのときで

す。でも、ナニモノかがいたずらをす

るのですね。あろう こ とか、高校生か

ら古文の指導オファーをもらったので

す。頼られたからにはイヤとは言えな

い性分なのです。これが２度目の水際。

「そろそろ覚悟を決めよ。」

と、そのナニモノかに言われたよ うな

気がして、

「現代文も古文も同じ日本語なのだし、

古代史ファンとしては古文が必要にな

って く るだろう。」

おそら く年齢を重ねたこ とでこ ういう

思考ができる意識のレベルになってい

たこ ともあって、真摯に向き合ってみ

よ う と思ったのです。ワタシが35歳 く

らいのときでしたか。

「『源氏物語』がエエなぁ～」

と感慨深げに言うオフクロ様に、

「平安時代のハーレク ィーン・ロマン

スやろ ？ そんなん、どこがエエんか

分からんわ。」

『源氏物語』について何も知らなかっ

た当時のワタシが発した言葉で、瞬間

的に大げんかになったのです。それに

ません。

で、そのワタシはという と、現在62歳

で『枕草子』（能因本）を現代語と照

らし合わせではあるけれど、読んでは

楽しみながら、『古事記』と『日本書

紀』を現代語訳の補助なしで原文を読

んで理解できるよ うになることを目標

に、勉強しています。

オフクロ様は、同時代の対向する位置

にある『源氏物語』を読んでいました。

母と子で、当時、紫式部と清少納言で、

定子（ていし）と彰子（しょうし）で、

藤原道長と藤原伊周（これちか）で対

向し、更には対抗でもしそ うな位置に

あるものを読んでいるのですから、親

子って不思議だなと思いますね（紫式

部と清少納言と彼女たちの背景につい

ては、現在研究中です。言語化できそ

うになり ましたら、ご紹介します）。

ちなみに、ワタシを『枕草子』に釘付

けにした人物は、ドナルド・キーン先

生です。彼の著書『日本文学史』の第

三巻の初めの章で、「清少納言と『枕

草子』の概説を主軸に随筆という分野

について語られます。

そして次の章で「物語」はいかにして

生まれたのか、『竹取物語』の不可解

なまでのリ アルさを主軸に話が展開さ

れ、次の章の『源氏物語』の概説へと

つなげられていきます。

その概説を読んだり、論理エンジンで

高名な出口汪（ひろし）先生が分かり

やす く高校生に解説した書籍を読んで

もなお『源氏物語』には手を出せずに

います。

『源氏物語』の存在は、ワタシにとっ

ては、それほどに遙かな存在なのです

れど、『枕草子』も自分が思っていた

よ り も難解なので、もしかしたら、と

んでもない「怪物」に手を出したのか

も知れないという想いと共に、それで

も理解を進めるこ とができれば、古代

史への理解も深まるのではないかとい

う想いをいだきながら、わずかなあき

らめ感と大きな期待感の間を漂ってい

ます。

出口汪氏

しても現代語訳もなし

に原文を読んでいたオ

フクロ様。今から考え

たら、手紙を書く とか

何か書類を書く とか、

いわゆる「書く こ と」

にはからっきしダメだ

ったのに、読む方にか

けては高い語彙力があったのだなと感

服ものなのです。

ちなみに、ハーレク ィーンのシ リーズ

は現在も年間400冊もの新刊が発刊さ

れ続けていて、70年もの歴史があるそ

うです。大抵の内容は、「働く女性が

むかつく金持ちの男性に見初められる

ものの、なびかず反目すます。それで

も最終的にお互いに惹かれ合い、気づ

いたら結婚している」という ノンス ト

レスのハッピーエン ドという ワンパタ

ーンであることは変わりないようです。

オフクロ様と大げんかになった当時か

ら「ハーレク ィーン・ロマンス＝ワン

パターンの俗っぽい小説」というのが

世間一般の評判でした。ファンの方が

いらっしゃったら、ごめんなさい。そ

の方々の名誉のために申し添えると、

現在では恋愛小説だけでな く て、さま

ざまなジャンルの小説が発刊され、発

展しつづけているそ うです。

それにしても、天下の『源氏物語』を

平安時代の「ハーレク ィーン・ロマン

ス」だという認識だったのですから、

当時のワタシは浅はかさの極みだった

のですけれど、ここ まで く ると、「若

気の至り」ではすまされないかも知れ

入試制度 事（こと）始め

「先生、ナンで入試なんかあるのん？」

「誰がこんなこ と決めたん ？」

さて、誰がいつ決めたのでし ょ う ？

入試制度の事始め。正確には試験とい

う ものを登用したのは誰で、いつ始め

たのかという と、聖徳太子が日本の官

僚機構を構築するために、随王朝の科

挙という制度にならい、冠位十二階の

制を定めたことによるらしいです。

それまでは地方豪族などの権力者の子

どもたちがそのまま親の後を継いで権

力を保持できたのです。いわゆる世襲

制度ですね。ところが、それだと人員

に限りがあるので、官僚機構について

先細る不安があるわけです。

潮の流れが速いこ とから日本海を渡っ

て最も近い大陸の国への行き来をする

だけでも苦心を強いられて、無事に対

岸へ上陸できたとしても移動手段のほ

とんどは徒歩の時代で、ボタンを押す

だけで何千キロメートルも離れた地点

へ殺傷能力の高いモノを対抗相手の国

に飛ばせる物騒な現代と比べれば、さ

ぞやのんびり した時代だったと思われ

がちですが、実際は、現代とあま り変

わりなかったよ うです。

朝鮮半島には高句麗・百済・新羅とい

う国だけでな く て小さな「くに」が群

雄割拠し、中国もまた周囲には恐ろし

い騎馬民族がわんさかといて国境破り

は日常茶飯事だったし、その飛び火が

いつ日本にやって来るか分からない。

ご周知の通り日本は火山国です。朝鮮

半島や中国にも大変高い山や山脈はあ

るものの火山があり ません。

ですから、日本は縄文の昔から火山の

噴火や地震、短く て流れの速い川の氾

濫など、あらゆる災害と共に生活して

きましたが、その代わりに恩恵も受け

てきたのです。その中でと りわけ莫大

な利益を得ることができた当時の貿易

品のひとつに「朱」があり また。

現在は化学合成で作ることが出来ます

が、当時は鉱脈のある場所でしか採る

ことができない鉱産資源のひとつでし

た。

朱は水をはじ く ため、神社仏閣や宮殿

の柱などの塗装に使われます。つま り

経年劣化を防ぐ唯一の塗料だったため、

仏教国であり独裁国家だった朝鮮半島

や中国の王朝にとって、日本と同様に

この朱が不可欠でした。ところが、火

山がないところには朱の鉱脈がないか

ら、日本から高いお金を払ってでも輸

入しな く てはならないのです。それで

な く ても当時は莫大な利益を得ること

ができた鉱産資源が豊富にあり、おま

けに（当時の日本は）良質な鉄鉱石も

採掘されたのです。その日本が中国に

朝見と称して足しげくやって来て くれ

るし、卑弥呼の時代から自分達の保身

の後ろ盾として頼ってやって来るので

このままずっと中国の属国でいて欲し

かったのです。そうすれば、ちょ っと

煽るだけで自分達の欲しい鉱産資源な

どを喜んで持って来て くれる。

聖徳太子の時代になって「日出るとこ

ろの天子」とあるよ うに「日本」とい

う国号にしたという説が強いのですけ

れど、それ以前は「倭国」でした。

「漢委奴国王」印。中国の漢王朝が日

本の奴国に贈ったものといわれていま

すが、ワタシは高校生の頃からずっと

引っかかっているのです。

「倭国」へ贈るのであれば、「漢倭国

王」でなければならないはずなのに、

「倭」ではな く て「委」となっていて

「にんべん」がないのです。単に刻印

を彫る職人が字を読めなかったために

間違えたという説から始まって諸説あ

るのですが、中国の王朝は古代から日

本を「東夷（と うい：東の野蛮人）」

と呼んでいた経緯があるので、属国と

認めてやるということで、「人に非ず。

奴隷である。」という意をこめて、わ

ざと「にんべん」を外したという説が

有力です。

大変頭脳明晰だった聖徳太子という当

時の為政者のことですから、このまま

だとずっと属国の認識でいられること

へ大きな危機感を持っていたのです。

だから、日本を東方の日が昇る国とし、

その王だから「日出るところ国の天子」、

日が沈む西方の王だから「日没すると

ころの天子」として、対等な外交をす

る気概で小野妹子を筆頭とする遣隋使

を隋王朝に送り込み、隋がなぜ強大な

帝国として成り立っているのかを探ら

せたのです。

そこで浮上したのが科挙という制度で

す。人材を選出するためにレベルの高

い課題を用意して希望者に挑ませるこ

とで教育レベルが格段に上がる。

強い国力を保つには先見の明が利く人

材が必要だし、外交を有利に運び続け

てい くためにも交渉に長じた頭脳を持

つ人材がいる。

教育の大切さを聖徳太子が気づいたか

らこそ、冠位十二階の制をつく り、明

日の日本のこ とを考えな く ても自動的

に権力者になれる世襲制をやめて、も

っと広い範囲から優れた人材を集める



３方法を考え出したのは自明の理なので

す。

実はこの聖徳太子ですが、結構謎の多

い人物で、「実在しなかった」という

説があり ます。正確に言う と、冠位十

二階・憲法十七条（十七条の憲法）・

遣隋使派遣などの、今後の日本という

国の運命を左右するほどのずば抜けた

先見の明をはたらかせたこれらの功績

を残した人物は実在しているのです。

なぜなら、実在した人物がいたからこ

そ功績を残せたわけですから。でも、

その人物は「聖徳太子」と呼ばれてい

なかったのではないか、というのです。

現に、この人物に対して「聖徳太子」

と名付けたのは聖武天皇なのです。い

にしえの世に、神のごと くの先見の明

をもって国家の基礎を気づきあげたほ

どの「聖なる徳を持った人（天皇家の

人なので『太子』）がいたらしい。そ

の人を『聖徳太子』と呼び、その人物

にあやかって自らを「聖武」と称そう」

という ことで、「聖徳太子」という名

の人物が作られ、「聖武」という称号

も作られたといわれています。

聖徳太子の別名は「厩戸皇子（う まや

どのおうじ／う まやとのおうじ）」。

厩の出入り口付近で母である穴穂部間

人皇女（あなほべのはしひとのひめみ

こ）」が産気づいたこ とからこの名が

あるとされています。

このお話、何かと似ていませんか ？

イエス・キ リ ス トのお話。

諸説紛々なのだそ うですが、イエスは

馬小屋の中に積まれているのワラの上

で生まれたという説があり ます。

みなさんは「渡来人」という言葉を聞

かれたこ とがあると思います。最もな

じみのある「渡来人」といえば、仏教

を伝えた朝鮮半島の人々でし ょ うか。

仏教の伝来も諸説あって、一般的に教

科書に書かれている年号は538年です

が、宗派によって多少のズレがあるの

で、５世紀から６世紀にかけてという

認識で正しいのでし ょ う。

実は「渡来人」というのは、朝鮮半島

（おもに百済と新羅）から日本に渡っ

てきた人だけでな く て、もちろん中国

大陸から現在の九州地方にやって来た

人々もいれば、遠くは現在のイスラエ

ル辺りからやって来た人もいるのです。

その数は年間 １ 万人。

当時（縄文から弥生）の日本人（倭人）

と言われている人は精々26万人程度だ

ったそ うですから、ものすごい人数で

です。

実は縄文時代は15,000年ほど続いたと

いわれていて、教科書では稲作は弥生

時代に渡来人によって伝えられたとさ

れていますが、実際には縄文時代の末

期には方々で稲作が行われていました。

中国大陸や朝鮮半島では群雄が割拠し、

それらの部族同士の勢力争いが絶えず、

その難から逃れるために小さな舟を海

洋に出して海流に乗り、命からがら日

本にたど り着いたのも「渡来人」なの

です。この中には古事記に登場するヤ

マタノオロチ退治で有名なスサノオな

ども含まれるとされます（詳細は割愛

します。古代史ファンのワタシなので、

書き始めると止まらな く なり、結果的

にエライこ とになり ます）。

この「渡来人」たちの中には技術者も

た く さんいて、鉄鉱石の採掘の仕方、

稲作の仕方、機織（はたお）りの仕方

など、当時の最先端の技術を日本にも

たらして くれたのは事実で、これらの

技術集団（現代のエンジニア集団）の

こ とを倭国の為政者たちは「物部（も

ののべ）」と称したのです。この人達

が、仏教国とするのか神道の国とする

のかを、聖徳太子の父親である用

明天皇の死後に争う こ とになる、

仏教方が百済からの渡来人の二世であ

る蘇我氏であり、神道方が物部氏であ

るのです。

こ ういう歴史的な流れがあって、今日

の私たちが想像する以上に、日本はに

ぎやかで国際色豊かだったことから、

世界中の情報が為政者たちに舞い込ん

できていたとしても、何ら不思議なこ

とではないのです。

ですから、古事記の中にも聖書によ く

似た部分があるとされますし、「聖徳

太子」という謎多き人物の出生にして

も イエス・キ リ ス ト とどこ とな く似て

いたりするのも、突拍子なことではな

いのかもしれません。

「聖徳太子」の正体は未だに分かって

いませんが、聖武天皇がおっしゃった

よ うに、「いにしえに、神のごと くの

先見の明をもった徳高き賢き人がいた」

のは確かで、当時の世界情勢を知り尽

く し、脆弱な倭国から強い日本国に生

まれ変わらせるために、その当時の日

本から見れば世界最先端だった隋王朝

から治世の方法を学び、教育の大切さ

を痛感したからこそ、試験制度を通じ

て官僚機構を構築したのです。

さて、現代の学校の授業は、こ ういっ

た先見の明を持つ賢者にふさわしい内

容で進められているでし ょ うか。試験

を受けるための予備校的な存在になっ

てはいないでし ょ うか。

ホ リエモンこと堀江貴文さんが、こん

なことをおっしゃっています。彼らし

いちょ っと過激な発言ですが、ワタシ

個人としては腑に落ちる部分があり ま

す。

「学校の授業ってつまんないんですよ

ね。人それぞれの想いや考えがあるの

に、ナンで一斉に右向け右や左向け左

をさせるんですかね？」

小学校の授業が退屈で仕方がなかった

ワタシ。小学校でも中学校でも高校で

も授業時の板書をノートに書き写しを

させられても、家に持ち帰ってみたと

ころで、その日の授業すら脳裏に再現

されない。「それは己れがちゃんと聞

いていないだけだろ ？」というのが親

父様のお決ま りのせりふでした。

それに対して、

「ホンマにそ うなんか？」

というのがワタシでした。

要点だけを板書されたものを書き写し

させられて、それを見た子たちの中で

一体何人の子どもたちが彼らの脳裏で

再現させられるのだろうか？

この疑問が小学校の頃からずっとあっ

て、今でもワタシの中で く すぶってい

ます。

学校授業を入試のための予備校授業と

しないために、授業を実のあるものに

するために、あなたは、どんな方法が

あなた自身ににふさわしいと考えます

か？

問題集の選び方

中学３年生の生徒さんたちにとって９

月は、そろそろクラブ引退の時期でし

ょ うか。

学習内容のレベルが上がったこ とで入

試レベルは当然のこととして上げられ

ますから、校内の実力テス トや模擬テ

ス トのレベルもアップさせられるわけ

です。

入試に挑む心得として、毎年言ってい

るこ とがあり ます。その対象学年は３

年生ではな く て ２年生です。理由は３

年生の４月では遅いからです。

心得とは気構えのことです。これから

挑むことに対する気持ちを くみ上げる

こ とです。

英語で「決心する」という意味の単語

に「decide」があ り ますが、個人的に

は熟語の方が合点がいきます。

「make up one's mind」

「one's」には所有格の単語が入り ま

す。いわゆる「my/your/his/her」な

どです。

単語そのものの意味だけで和訳すると、

「～の心（気持ち）を作り上げる」と

なり ますが、合理的だなと感じさせら

れます。

このほかにも、日本語の「会いに来き

てよ」は英語では「come and see」と

なりますが、これも合理的な表現です。

だって「来なけり ゃ会えないじゃん」

という ことで、「まず来てよね。それ

から会おう よ」という こ とから、「来

て会おう よ」という語順になっている

のです。

お話を戻します。

公立小学校からそのまま公立中学校へ

進んだ生徒さんにとっては初めての大

きな経験になり ます。日本だけでな く

て法治国家である以上、何か資格を取

得したければ試験はつきものです。18

歳になって運転免許を取得する際に受

ける試験は最も易しい国家試験ですし、

教員を目指される人であれば教員採用

試験という地方公務員試験を受けて合

格しなければなり ません。

このよ うに考えると、世の中は試験だ

らけなのです。

それにしても、ネッ ト（バーチャル）

書店でも紀伊國屋やジュンク堂などの

リ アル書店でも、よ く ぞこれだけの本

があるなと驚愕させられるほどです。

ちなみに、日本国内では年間に72,000

冊が新刊として世に出されています。

そしてその全てが、国立国会図書館に

保存されます。もちろんジャンルは問

とわれません。ただしこの中には雑誌

は含まれていないので、それも漏れな

く保存されるので、膨大な量になり ま

す。

参考書や問題集に限ったとしても、も

のすごい分量で、書店にとって今いち

ばん売りたい本は、「どんな本が良い

のかな ？」と見て回る人の目に留ま り

やすいように、本棚に立てて収めずに、

選ぶ人が目を落としたところに平積み

にされます。
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〈編集後記〉
今回は随分と古典色と歴史色が強くなってしま

いました。正直なところ、今回は３日ほどであ

わてて編集したのです。と申しますのは、２年

ほどの期間がかかり ましたが、いよいよ著作の

出版が現実味を帯びてきていて、出版社との打

ち合わせと原稿の最終チェッ クに時間を割いて

いたからです。まさかこの年齢になって本を出

すなんて、お話を戴いたときにはびっ く り しま

した。それでもなんとか脱稿できたのが今年の

２月で、最終チェッ クのために読み返してみる

と、最初の部分は硬い表現で、何とな く取っつ

きにく く て難解なところがあるような気がし、

文章をかく難しさ、読み手に伝える難しさをあ

たらためて痛感させられています。で、一応書

籍名は〈塾ごっこ～「隙間」を発見すると勉強

がのびる～〉に決まっており ます。早ければ10
月中に、遅くとも今年中には発刊予定とのこと

です。仔細は追ってお知らせします。

生徒さんから「どんな問題集（参考書）

がオススメですか？」と尋ねられるこ

とも少な く ないのですが、大抵はこの

よ うに答えています。

「これという自分に合いそ うなものを

１ 冊だけ選んで、それがボロボロにな

るまで繰り返すのが良いですよ。」

では、あなたにとって「これ ！ 」と思

う １ 冊を氾濫する中から、どこをポイ

ン トに選び出でば良いでし ょ うか。

生徒さんには次の２点を繰り返して言

う よ うにしています。

① オウムの羽のよ うな色と り ど りの

問題集（参考書）は避けよ うね。そ

んなの、黒・赤・青の３色く らいで

じゅ うぶんです。

② と くに問題集の場合、ほとんどの

人って答が合っているか間違ってい

るかにしか関心がないのだけれど、

オイシイのは解答解説冊子にあるっ

て気づいてますか ？

と くに②ですが、問題集に限らず書籍

には採算性がついて回り ます。 １ 冊を

何ページにするか、何色刷にするか、

写真や図を何枚入れるかなどの条件に

よって値段が設定されます。

ですから、問題集に掲載される問題も

無限というわけにはいきません。完成

度が高く てロングセラーの問題集ほど

作成者の情熱が注ぎ込まれている。で

も規格上、掲載できない内容がある。

その思いの丈を解答冊子の解説に注ぎ

こむのです。

つま り、解答解説冊子が分厚く て、解

説が懇切丁寧なものを選ぶ。これが大

きな決め手です。なのに、ほとんどの

生徒さんって解答だけを見て解説を読

まないのです。勿体ないでし ょ ？

その前に、大きな条件があり ますね。

そんな完成度の高い問題集を、数多あ

る中から選び出すためには、「こんな

問題集があったら イ イな」という、あ

なたの頭の中にかなり明確なイ メージ

が必要なのです。

その明確なイ メージを抱くには、それ

なりに勉強しておかなきゃ、いざ書店

の本棚の前に立った瞬間に、あなたの

脳裏のイ メージは簡単に破壊されてし

まいますので、要注意。

一度、ある個人書店で、わが子に合う

問題集を選ぶ父親の振りをして、数冊

選んでレジに持っていったところ、

「あなた、塾の先生でし ょ ？」

と、ものの見事にバレたこ とがあり ま

す。その理由を伺う と、

「本の選び方の速さが違うんです。」

ワタシには俳優の素質が全くないこ と

が、書店の店主に証明されました。

宇治拾遺（しゅうい）物語

８月号で次回に解説しますと書きなが

ら、またしても失念しており ました。

『宇治拾遺物語（うじしゅ ういものが

た り ）』は、鎌倉時代前期（1212年

～1221年）に成立と推定される日本の

説話物語集です。編著者は残念ながら

不明です。説話ですので、ことの真偽

はともか く、不思議な話、滑稽な話を

中心に展開されていて、比較的短くて、

当時の人々が現代人に比べていかに神

仏のいわゆる目に見えぬ力を信じてい

たのかをうかがえるという点でも、興

味深いものがあり ます。

〈現代語訳〉

今ではもう昔のことです。ある遣唐使

が唐にいる間に結婚し子どをも うけま

した。しかし、子どもがまだ乳飲み子

だった（のと、渡航には危険が伴う）

ため（妻子を日本に連れて行く こ とが

できないので）、

「日本に着いたら、唐に向かう別の役

人に自分の消息を（あなたに）教える

よ うに伝えます。また、その子が乳離

れする頃には必ずあなたたちを迎えに

来ます。」

そのよ うに言って日本に帰っていき

ました。

その後、日本からの遣唐使が着くた

びに夫の消息を尋ねますが、誰ひと

り として知り ません。それに激怒し

た妻は、

「前世で父親と縁があるのなら、今

生でも魂の縁はあるはずだ。だから

父親と う ま く巡り会えるだろう。」

日本の方を向きながら、そう言って

毛布に く るみ首に「遣唐使何某（な

にがし）の子」という札をかけて海

に投げ込みました。

あると き（日本の）難波の浦にいた

ある役人が、沖の方で鳥のよ うに波

に浮き沈みしているものを見つけま

した。よ く見てみると、白いものの

よ うで、岸へ近づいて く る様子を見

ている うちに、それが子どもである

ことが分かり ました。不審に思い、

（岸辺へ）馬に乗って行ってみると、

４歳く らいの、色白でかわいらしい

子どもでしたので、岸にたど り着い

たときに首につけられている札を見

ると、「遣唐使何某かの子」と書い

てあ り ました。

「この子はわが子であったのか。唐

で迎えると言って約束した子を、尋

ねてこないといって、母親が腹を立

てて海へ投げ入れたのか。それなり

の縁があってこ う して魚に乗ってき

たのであろう。」

と胸を打たれて、たいそういとおし

く思い育てました。

唐に向かう別の役人にことづけをし

て、このことを書いて送ったところ、

母親も、今は死んだと思っていたの

に、これこれと聞いて、滅多にない

ことだと喜びました。

さて、この子は、大人になるにつれ

て、文字を上手に書きました。魚に

助けられたので、名を「魚養（うお

かい）」とつけたのです。南都（奈

良）七大寺の額などは、この人が書

いたのだという ことです。

＊ ＊ ＊

「拾遺」というのは、残された古い話

を拾い集めたものという意味ですが、

それにしても、ものすごい話です。現

代なら世にまれに見る残虐な事件とし

てSNSなどを介して、あっ とい う間に

世界中に拡散されることでし ょ う。そ

れに、そもそも約束をしながら長い間

忘れている何某という この男は、イマ

ドキで言うなら「DOQ（ドキュン）夫」

であり、母親も母親で、いく ら激昂し

たからと年端もいかぬわが子を海に投

げ入れるなんて言語道断。おまけに、

幸いにも岸辺に無事にたどり着いた子

どもを見て思い出し、別の役人にこと

づけた文面に詳細を書くなど、「お前、

ちゃんと覚えてたんかい ！ 」と、ツッ

コ ミ どころ満載な内容です。

別の見方をすれば、わが子の無事を聞

いてたいそう喜んだ母親については、

ほんと うにあっさ り と しか書かれてい

ませんが、葛藤の挙げ句に海に投げ込

んだとはいえ、前世での魂の縁がある

なら、何とか今生でもその縁を途切れ

させないで くださいと神仏の力を強く

願ったこ とも想像されます。

古文にはこ ういった、ややオカル ト的

なお話が結構な数で残されています。

オカル ト話という ことで書きますと、

日本三大怨霊といえば、崇徳天皇・菅

原道真・平将門の怨霊をさしますし、

世に有名な「番町皿屋敷」・「四谷怪

談」・「牡丹灯籠」などの怪談も、ず

っと語り継がれてきています。あるい

は、奈良県葛城にある一言主神社の主

祭神である一言主という女神様は、役

行者（えんのぎょ う じゃ）から、山深

い紀伊山地を一跨（ひとまた）ぎで和

歌山の本宮からこの葛城の地までを岩

の橋を持ち前の神通力でもってつなぐ

よ う依頼を受けたのに、自分の容姿が

良くな く て人前に姿を見せた く ないと

いう理由で仕事をサボった結果、役行

者を怒らせてしまい、この地に封印さ

れてしまった、などという話も残され

ています。

内容の真偽とかツッコ ミ どころ満載の

ところへの議論はともかく、昔の人々

が現代人よ り も目に見えない不思議な

力を強く信じていたこ とは確かでし ょ

う。また、枕草子の「に く きもの」を

読んでいて感じさせられるのは、対人

関係とか生活感に関しては現代と何ら

変わりがないことです。

当時とは比べものにならないほどに科

学が発達した今日でも、年末年始や受

験前には神社仏閣への参詣をしますか

ら、古来からの目に見えぬ不思議な力

への畏敬の念は、日本人のＤＮＡ とし

て連綿とつなげられているのでしょう。

それにしても、もし清少納言や紫式部

の時代にスマホがあってＬ Ｉ ＮＥなど

のＳ Ｎ Ｓが使えたとしたら、どんな人

とどんなやり取り をしたのかしらと考

えるとき、現代人と大して変わらない

のではないかと想像すると、古文もそ

んなに遠く て難しい存在ではないよ う

に思えてきます。
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